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合の増加に伴って、blocked	 wave	 propagation,	 spiral	 
formation,	 planar	 wave	 propagation の 3 つの波の振る
舞いが見られた。さらにスパイラル形成過程においては、
場の不均一性が局所的に一方向のパスを作り出し、それが
スパイラルコアの起源となっていることがわかった。反応
の不均一性を導入したOregonator モデルによる数値計算
においても、3つの波挙動が観察され、さらに反応場の不
均一性が作り出す構造が、スパイラルコアの付近に一方向
性の伝播を自発的に生成することが明らかとなった。また、
この一方向性伝播はインヒビターの濃度勾配により生成
されることを数理解析により明らかした。一方、拡散の不
均一性を実現した陽イオン交換樹脂を用いたBZ反応にお
いても、同じ3つの波挙動が見られ、スパイラル形成にお
いても一方向性伝播の存在が観察された。拡散非一様場で
は、波伝播における時間遅れや伝播障害が一方向性パスを
作り出す原因として示唆された。FitzHugh-Nagumoモデル
を用いた数理解析も含めて、全ての非一様興奮場システム
において興奮波の普遍的な3つの振る舞いが観察され、ス
パイラルが形成されるときには必ずスパイラルコアが生
成されるところで一方向パスが観察されることを明らか
にした。最後に本研究で観察された一方向性伝播をケミカ
ルダイオードと関連させて議論する。	 
	 最後の章では、波とパターンダイナミクスについて、主
に例にあげた2つの現象をもとに総括的な考察とまとめを
行う。	 
